
年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

【知】数量の大小関係を，不等式を用いて表すことができる。不等式の性質を理解してい
る。不等式の解の意味を理解し，1次不等式を解くことができる。連立不等式の意味を理
解し，連立1次不等式を解くことができる。不等式を満たす自然数について考えることが
できる。絶対値を含む方程式や不等式を解くことができる。集合に関する基本的な用語
や，集合の要素の表し方を理解している。集合の表し方を理解し，決まりに従って集合を
表すことができる。集合の包含関係を理解し，記号を用いて表すことができる。空集合が
すべて集合の部分集合であることを理解している。2つの集合の共通部分，和集合を求め
ることができる。補集合の意味およびド・モルガンの法則を理解している。命題の真偽の
意味を理解している。「pならばq」の形の命題の真偽を，集合を用いて判定できる。命題
が偽であることを示すには，反例を1つ挙げればよいことを理解している。必要条件，十
分条件，同値などの定義を理解し，その判定ができる。条件の否定の意味を理解してい
る。「かつ」「または」を含む条件の否定を述べることができる。命題の逆，裏，対偶を
作ることができる。
【思】不等式の性質が成り立つことを，数直線を用いて説明できる。A＜B＜Cの形の不等
式の意味を正確に理解し，連立不等式とみて解くことができる。身近な問題を，1次不等
式を活用して解決することができる。絶対値を含む方程式や不等式を，数直線上の距離の
関係として捉え，解が数直線上で何を意味するか理解し，表現することができる。場合分
けをして絶対値記号を外す方法について理解し，絶対値を含む方程式や不等式を場合分け
して解くことができる。1つの集合を複数の表し方で表すことができる。集合の包含関係
を記号や日本語で正しく表現できる。真の命題や偽の命題，命題ではない文の例を考え，
他人が考えた命題や文が妥当か判断できる。与えられた条件の十分条件や必要条件を考
え，他人が考えた条件文が妥当か判断できる。「かつ」「または」を含む条件の否定を，
ド・モルガンの法則と関連付けて説明することができる。対偶を用いて命題を証明するこ
とができる。背理法が適用できるように式を適切に変形するなどして，命題を背理法で証
明することができる。
【主】不等式の性質を，等式の性質と比較して考察しようとする。現実の問題について，
必要な条件を選んで数学化し，それを解決しようとする。また，得られた解を現実問題に
当てはめ直し，それを考察しようとする。絶対値を含む方程式，不等式について，数直線
を用いるなどして自らその公式を見出そうとする。3つ以上の集合についても，共通部分
や和集合について考察しようとする。命題の真偽や必要条件，十分条件について，集合と
関連付けて理解したり説明したりしようとする態度がある。直接証明することが難しい命
題を，対偶や背理法などを用いて証明できないか考えようとする。

○

第３節　１次不等式
不等式の解の意味や不等式の性質について理解するととも
に，不等式の性質をもとに1次不等式を解く方法を考察した
り，具体的な事象についての問題の解決に1次不等式を活用し
たりする力を培う。また，絶対値を含む方程式や不等式が解
けるようにする。
第２章　集合と命題
集合と命題に関する基本的な概念や用語を理解し，それを用
いて命題を証明できるようにする。また，集合や命題の概念
を活用して事象を考察できる力を培う。

１．多項式の加法と減法
２．多項式の乗法
３．因数分解
４．実数
５．根号を含む式の計算

【知】単項式や多項式，同類項，次数など式に関する用語を理解している。多項式の同類
項をまとめ，降べきの順に整理することができる。また，1つの文字に着目して整理する
ことができる。多項式の加法，減法の計算ができる。指数法則について理解し，指数法則
を用いて単項式の積の計算ができる。分配法則を用いて多項式の積の計算ができる。公式
を利用して式の展開ができる。共通因数をくくり出して因数分解ができる。公式を用いて
2次式の因数分解ができる。有理数が整数，有限小数，循環小数のいずれかで表される理
由を理解している。分数を循環小数で，循環小数を分数で表すことができる。有理数，無
理数，実数の定義を理解し，それぞれの範囲での四則計算の可能性について理解してい
る。絶対値の意味を理解し，実数の絶対値を求めることができる。平方根の意味を理解し
ている。根号を含む式の加法，減法，乗法，除法の計算ができる。また，展開の公式を利
用して根号を含む式の乗法の計算ができる。分母の有理化ができる。
【思】少し複雑な式の計算を工夫して行うことができる。式の展開は分配法則を用いると
必ずできることを理解している。式を１つの文字におき換えたり，積の組み合わせを工夫
したりすることで，式の展開を簡略化することができる。たすきがけの因数分解につい
て，係数の意味を考えたり因数分解した式から逆に考えたりするなどして，係数の組み合
わせを効率よく見つけることができる。式によって適切な方法を判断して因数分解ができ
る。複雑な式についても，式を1つのまとまりとみる，1つの文字について整理するなどし
て見通しをよくすることで，因数分解をすることができる。実数を数直線上の点の座標と
して捉えられる。また，実数の大小関係と数直線を関係づけて考えられる。実数の絶対値
を用いて数直線上の距離を考えられる。また，2つの実数の差の絶対値を数直線上の距離
とみることができる。式の特徴に注目して対称式の値を求めることができる。また，それ
に分母の有理化などを利用することができる。
【主】単項式，多項式とその整理の仕方に関心をもち，考察しようとする。どの式を1つ
の文字でおき換えるのか，積の組み合わせは他の方法がないかなど，よりよい計算方法に
ついて考察しようとする。式変形の工夫について，その理由を振り返って考えたり，どの
文字で整理するかなど，よりよい因数分解の方法について考察したりしようとする。展開
と因数分解の関係に着目し，因数分解の検算に展開を利用しようとする態度がある。今ま
で学習してきた数の体系を，計算の可能性と関連付けてその包含関係などを整理し，考察
しようとする。根号を含む式の計算公式を証明しようとする。分母を有理化するよさにつ
いて考察し，状況に応じて有理化しようとする。

○ ○ ○

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。

（５，６組：阿部廉、伊藤、野村） （７，８組：阿部廉、野村、廣谷）

第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
関数とそのグラフについて理解する。また，2次関数のグラフ
の特徴について，頂点の平行移動と関連付けて理解し，2次関
数のグラフがかけるようにする。
第２節　２次関数の値の変化
2次関数の最大値，最小値をグラフを用いて求められるように
し，それを様々な事象の考察に活用できるようにする。ま
た，条件から2次関数を決定できるようにする。

１．関数とグラフ
２．２次関数のグラフ
３．２次関数の最大・最小
４．２次関数の決定

【知】関数の値を求めることができる。関数の定義を理解し，関数を式で表すことができ
る。座標平面の象限を理解している。関数のグラフの意味を理解している。1次関数の最
大値，最小値をグラフを用いて求めることができる。放物線の軸，頂点などについて理解
し，2次関数y＝ax2のグラフをかくことができる。2次関数y＝ax2＋qのグラフとy＝ax2の
グラフの関係を理解している。2次関数y＝a(x－p)2のグラフとy＝ax2のグラフの関係を理
解している。2次関数y＝a(x－p)2＋qのグラフをかくことができる。ax2＋bx＋cをa(x－
p)2＋qの形に変形して，2次関数y＝ax2＋bx＋cのグラフをかくことができる。グラフの平
行移動の一般公式を利用して，平行移動後の放物線の方程式を求めることができる。グラ
フの対称移動の一般公式を利用して，対称移動後の放物線の方程式を求めることができ
る。2次関数の最大値，最小値はグラフを用いて考察できることを理解している。定義域
が実数全体である2次関数の最大値，最小値を求めることができる。定義域に制限のある2
次関数の最大値，最小値を求めることができる。グラフの軸や頂点がわかっている2次関

期末考査
○ ○

１
学
期

第１章　数と式
第１節　式の計算
式を扱うための基本的な用語や計算方法について理解する。
また，式を1つの文字に着目して整理したり，1つの文字にお
き換えたりするなど，目的に応じた式の見方ができるように
し，既に学習した計算方法と関連付けるなど，式を多面的に
捉える力を培う。
第２節　実数
中学校までに取り扱ってきた数を実数としてまとめて数の体
系についての理解を深め，実数が四則演算に関して閉じてい
ることや，直線上の点と1対1に対応していることなどについ
て理解する。また，簡単な無理数の四則計算や分母の有理化
ができるようにする。

1

６．不等式の性質
７．１次不等式
８．絶対値を含む方程式・不等式

１．集合
２．命題と条件
３．命題と証明

数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

（１，２組：阿部廉、伊藤、野村） （３，４組：阿部廉、野村、廣谷）

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え
数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析についての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学
化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする
技能を身に付けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，
図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関
数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す
る力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに着
目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を養う。

NEXT 数学Ⅰ：数研出版

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・
明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察す
る能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

配当
時数

○

○
中間考査

○
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学年末考査
○ ○ 1

○

中間考査
○ ○ 1

期末考査
○ ○ 1

○

第２節　三角形への応用
正弦定理，余弦定理について理解し，それらを適切に用いて
三角形の辺や角を求められるようにし，あわせて三角形の面
積も求められるようにする。また，これらのことを空間図形
を含む様々な事象に活用できるようにする。
第５章　データの分析
統計の基本的な考えや種々の統計量，特にデータの散らばり
や相関を表す量について理解し，それらを用いてデータを分
析し，様々な判断ができるようにする。また，仮説検定の考
え方を理解し，それをもとにした判断ができるようにする。

第３節　２次方程式と２次不等式
2次方程式の解について考察し，それを2次関数のグラフとx軸
の交点と関連付けて考えることができるようにする。2次不等
式も2次関数のグラフとx軸の関係から考察し，2次不等式が解
けるようにする。
第４章　図形と計量
第１節　三角比
三角比の意味やその基本的な性質について理解し，三角比を
用いた計量を行うなど，三角比を事象の考察に活用できるよ
うにする。

５．２次方程式
６．２次関数のグラフとｘ軸の位置関係
７．２次不等式

１．三角比
２．三角比の相互関係
３．三角比の拡張

【知】2次方程式を，因数分解や解の公式を利用して解くことができる。2次方程式の解の
種類について理解し，判別式を用いてその判別ができる。解についての条件が与えられた
2次方程式について，判別式を用いて定数の値や値の範囲を求めることができる。2次関数
のグラフとx軸の共有点の座標を求めることができる。2次関数のグラフとx軸の共有点の
個数について，判別式を用いて考えることができる。グラフと不等式の解の関係を理解し
ている。2次不等式を，2次関数のグラフを用いて解くことができる。2次の連立不等式を
解くことができる。絶対値を含む関数のグラフをかくことができる。◎三角比の定義を理
解し，直角三角形において正弦・余弦・正接を求めることができる。三角比の表を適切に
利用することができる。三角比の相互関係を利用して，三角比の1つの値がわかっている
とき，残りの2つの値を求めることができる。90°－θの三角比の公式を利用して，ある
角の三角比を別の角の三角比で表すことができる。鋭角以外の角について三角比の値を求
めることができる。180°－θの三角比の公式を利用して，鈍角の三角比を鋭角の三角比
で表すことができる。三角比の値から角θを求めることができる。正接を用いて，座標平
面上の直線とx軸の正の向きとのなす角を求めることができる。鈍角の場合でも，三角比
の相互関係を利用して，三角比の1つの値がわかっているとき，残りの2つの値を求めるこ
とができる。
【思】2次方程式を，その都度適切な方法を判断して解くことができる。2次方程式の解の
公式と判別式との関係を理解し，解の判別に利用できる。放物線の頂点のy座標と判別式
の関係について，グラフとx軸の共有点の個数をもとに考察することができる。解がない
場合など特別な場合も含めて，2次関数のグラフを用いれば2次不等式を解くことができる
ことを理解し，その都度適切な方法を判断し，2次不等式を解くことができる。2次式が一
定の符号をとるための条件について，グラフと関係させて正確に理解し，その条件を求め
ることができる。2次関数のグラフとx軸の共有点の位置について，グラフを利用して解決
できる。2次不等式を活用して，応用問題を考察できる。具体的な事象における長さや角
度について，三角比を用いて捉え，三角比の値からそれらを求めることができる。3つあ
る三角比の相互関係のそれぞれをどのような場面で用いるか判断することができる。角の
値によって三角比の値がどのように増減するか，適切に表現できる。
三角比の値から角θを求めるときや，三角比の1つの値から残りの2つの値を求めるときな
ど，解が1通りの場合と2通りの場合がある理由を理解し，適切に求めることができる。
【主】1次の係数が2b’である2次方程式の解の公式を積極的に利用しようとする。2次方
程式の解を考察するのに，2次関数のグラフを積極的に利用しようとする。1次不等式と1
次関数の関係をもとに，2次不等式と2次関数の関係を考察しようとする。2次不等式を解
くのに，2次関数のグラフを積極的に利用しようとする。2次関数のグラフとx軸の共有点
の位置を考える際のグラフの条件について，それぞれがどのような意味をもつのか，様々
な2次関数やそのグラフを積極的に用いて考察しようとする。数学の事象や日常生活の事
象について，2次不等式を用いて考察しようとする。絶対値を含む関数のグラフについ
て，2次不等式と関連付けて考察しようとする。三角比の値が三角形の大きさによらず，
角の大きさだけで定まることに関心をもち，様々な大きさの三角形を用いてそれを確かめ
ようとする。日常生活の事象を，三角比を用いて解決しようとする。三角比の相互関係
を，三角比の定義や三平方の定理などから導出しようとする。半円を用いた三角比の定義
が，直角三角形を用いた定義の拡張になっていることを確かめようとする。鈍角の三角比
の値が半円の半径のとりかたによらず，角の大きさだけで定まることに関心をもち，それ
を確かめようとする。三角比の相互関係が0°≦θ≦180°の範囲で成り立つことを確かめ
ようとし，半円を用いた三角比の定義が直角三角形を用いた定義の拡張になっていること
を改めて認識できる。

○ ○

４．正弦定理
５．余弦定理
６．正弦定理と余弦定理の活用
７．三角形の面積
８．空間図形への活用

１．データの整理
２．データの代表値
３．データの散らばりと四分位数
４．分散と標準偏差
５．2つの変量の間の関係
６．データの分析を活用した問題解決
７．仮説検定の考え方

【知】正弦定理を用いて，三角形の外接円の半径や辺の長さが求められる。余弦定理を用
いて，三角形の辺の長さや角の大きさが求められる。余弦定理を用いて，三角形の角が鋭
角・直角・鈍角のいずれであるか調べることができる。正弦定理，余弦定理を用いて三角
形の辺の長さや角の大きさを決定することができる。2辺とその間の角が与えられた三角
形の面積を求めることができる。3辺が与えられた三角形の面積を求めることができる。3
辺が与えられた三角形の内接円の半径を求めることができる。データを度数分布表に整理
したり，それをヒストグラムに表したりできる。データの平均値が求められる。データの
中央値が求められる。データの最頻値が求められる。範囲や四分位数，四分位範囲を求め
ることができる。箱ひげ図をかくことができる。外れ値の意味を理解している。偏差の定
義を理解している。分散，標準偏差を求めることができる。分散と平均値の関係式を用い
て，分散を求めることができる。相関係数を求めることができる。相関関係と因果関係の
違いを理解している。分割表について理解し，作成することができる。仮説検定の考え方
を理解している。特に，仮説が棄却できない場合の解釈について正確に理解している。
【思】正弦定理を測量に活用できる。余弦定理を測量に活用できる。正弦定理，余弦定理
のうち適切なものを判断し，種々の量を求めることができる。正弦定理を，
a：b：c＝sinA：sinB：sinCと捉えることができる。大きさが決まっていない三角形の角
が求められることを，三角形の相似と関連付けて理解している。三角形の面積の公式を証
明することができる。円に内接する四角形の面積を，2つの三角形に分けて求めることが
できる。空間図形から平面図形を取り出し，辺の長さや面積などを求めることができる。
三角比を活用して，空間図形の体積を求めることができる。ヒストグラムからデータの傾
向を読み取り，適切に表現することができる。データの分布の仕方やデータの用途によっ
て適切な代表値が異なることを理解し，適切な代表値を選ぶことができる。データの散ら
ばりの度合いを，範囲を用いて判断できる。データの散らばりの度合いを，四分位範囲を
用いて判断できる。複数のデータの分布を，箱ひげ図を用いて比較できる。データの散ら
ばりの度合いを，分散や標準偏差を用いて判断できる。散布図をかいて，相関の有無や正
負を判断できる。質的データどうしの関係を，分割表から読み取ることができる。データ
を分析することで問題を解決し，その結論および過程について表現することができる。仮
説検定の考え方を用いて，適切な判断ができる。
【主】鈍角の場合も含めて正弦定理を証明しようとする。鋭角のときの余弦定理の証明を
読み取り，同じ方法で鈍角のときも証明しようとする。同じ問題でも，正弦定理，余弦定
理を使った場合に，解の吟味の必要性などが異なることに興味をもち，それぞれの定理や
三角比の特徴の違いを考察しようとする。三角形の内接円と面積の関係を導こうとする。
空間において実際に測れない長さなどを，三角比を活用して求めようとする。また，その
ためにはどこの長さ，どこの角の大きさを測ればよいか，またどの定理を用いることがで
きるかについて考察しようとする。データを整理，表現するのに適切な方法や階級の幅な
どを考えようとする。代表値を用いてデータの特徴を表そうとする。範囲や四分位範囲に
ついて，それぞれの長所や短所を理解し，適切な指標を用いてデータの散らばりの度合い
を判断しようとする。データに外れ値があった場合，その背景を考え，それに応じて外れ
値を除外したり問題解決に役立てたりしようとする。分散や標準偏差について，それぞれ
の長所や短所を理解し，適切な指標を用いてデータの散らばりの度合いを判断しようとす
る。分散と平均値の関係式を，分散の定義から導出しようとする。変量の変換によって平
均値や分散がどのように変わるか考察しようとする。平均値や分散を求める際，仮平均を
用いて計算を簡単にしようとする。偏差値に興味をもち，偏差値を用いて異なるデータ間
で比較をしようとする。様々なデータについてその相関を自ら調べてみようとする。相関
関係と因果関係の違いを，具体的なデータについて考察しようとする。統計的探究プロセ
スについて理解し，解決したい問題に対してデータを集めて分析したり，その結論を振り
返ったりして，よりよい結果を追求しようとする。また，それにコンピュータなどの情報
機器を積極的に用いようとする。

○ ○

２
学
期

次関数の最大値，最小値を求めることができる。グラフの軸や頂点がわかっている2次関
数を求めることができる。連立3元1次方程式を解くことができる。グラフが通る3点がわ
かっている2次関数を求めることができる。
【思】未知の関数でも，グラフを用いれば最大値，最小値が求められることを理解し，求
めることができる。放物線の平行移動を，頂点の移動に着目して考察できる。放物線の平
行移動について，x軸方向，y軸方向などの用語を用いて表現できる。関数の最大値，最小
値やそれをとるときのxの値が何によって定まるのか理解し，考察することができる。2次
関数の軸，定義域と最大値，最小値の関係を正確に理解し，定義域や係数に文字を含む2
次関数について，適切に場合分けして最大値，最小値を求めることができる。2次関数を
活用して応用問題を考察できる。グラフから情報を読み取って，2次関数を求めることが
できる。2次関数を決定する際，問題に応じて適切な式の形を判断して使うことができ
る。
【主】2次関数y＝a(x－p)2＋qのグラフを，p，qが何を意味するかに着目して考察しよう
とする。グラフの平行移動，対称移動の一般公式の意味を考察したり，それを活用してグ
ラフの方程式を求めたりしようとする。最大値，最小値の条件から関数や定義域を自由に
定め，それらから一般的な性質を導き出そうとする。数学の事象や日常生活の事象につい
て，関数を用いて解決しようとする。

○ ○ 15

○ 21
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に
考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程
を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度
や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数
及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を
体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるよ
うにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式について論理的に
考察する力，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現
し，図形の性質を論理的に考察する力，関数関係に着目し，事
象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局
所的な変化に着目し，統合的・発展的に考察する力を養う。

NEXT 数学Ⅱ：数研出版

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，局所的な変化に着目し，
問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を
振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学の基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識で
きるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

配当
時数

○

○中間考査 ○

21

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

（1・2組：岡村・小川・廣谷　　） （3・4組：阿部航・岡村・小川　　）

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に
表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（5・6組：阿部航・岡村・廣谷　　） （7・8組：阿部航・小川・田村　　　）

期末考査
○ ○

１
学
期

第１章　式と証明
【知】多項式の乗法，除法の計算や，
　　　分数式の計算ができる。
【思】恒等式と方程式が区別でき，
　　　様々な式の見方ができる。
【主】式と証明について，学んだこと
　　　を振り返り考察を深めようとす
　　　る。
第２章　複素数と方程式
【知】数の範囲を複素数まで拡張し，
　　　その計算方法や拡張された2次方
　　　程式の解法を理解し，高次方程
　　　式が解ける。
【思】2次方程式やその解，及び，高次
　　　方程式についても考察できる。
【主】複素数の意義を考察しようとし,
　　　対称式の有用性を追求し，2次方
　　　程式の解の条件について，解と
　　　係数の関係からさらに，2次関数
　　　のｸﾞﾗﾌまで関連付け考察しよう
　　　とする。

1

第３章　図形と方程式
 　第１節　点と直線
　 第２節　円
　 第３節　軌跡と領域

第３章　図形と方程式
【知】座標や式を用いて，点や直線，円
　　  について，その性質や関係を数学
  　　的に表現できる。図形を与えられ
　　　た条件を満たす点の集合として認
　　　識し，軌跡の方程式が求められ
　　　る。また，不等式を満たす点の集
　　　合が座標平面上の領域を表すこと
　　　を理解する。
【思】座標や式の有用性や，円と直線と
　　　の関係，円どうしの関係，軌跡や
　　　領域について事象の考察に活用で
　　　きる｡
【主】図形と方程式について，学んだ
　　　ことを振り返り，考察を深めよ
　　　うとする。
　

第１章　式と証明
  第１節 式と計算
　第２節 等式・不等式の証明
第２章　複素数と方程式
　第１節 複素数と2次方程式の解
　第２節 高次方程式

第１章　式と証明
【知】多項式の乗法，除法の計算や，3次式の展開や因数
　　　分解，二項定理の利用，多項式の割り算やその活
　　　用，繁分数式も含めて分数式の計算ができる。ま
　　　た，恒等式と方程式の違いを理解し，恒等式の係
　　　数決定や等式･不等式の証明ができる。
【思】式の形に着目して公式を適用でき，多項式を因数
　　　分解できる。二項定理を活用して，等式を証明で
　　　き，展開式の項の係数を出せる。2種類以上の文字
　　　を含む多項式の割り算ができる。分数式の計算に
　　　ついて，分数計算と同様に考え考察できる。恒等
　　　式がつくれ，つくられた式が恒等式であるか判断
　　　できる。また，数値代入法にて，逆の確認が必要
　　　な理由を理解し，それを恒等式の定義も含めて説
　　　明できる。
【主】因数分解する方法，二項定理の応用，多項式の割
　　　り算，繁分数式，恒等式について積極的に方法な
　　　ど考察し，活用しようとする。
第２章　複素数と方程式
【知】複素数の定義および複素数の相等を理解し，加法,
　　　減法，乗法の計算や，共役複素数を利用した複素
　　　数の除法の計算ができる。負の数の平方根を含む
　　　式の計算ができ,複素数の範囲で2次方程式が解け,
　　　解が判別できる。解と係数の関係から，解の和や
　　　積，対称式の値を求められる。また，解の条件か
　　　ら，解と係数の関係を利用して係数を求められ，
　　　解を利用して，2次式を因数分解できる。さらに，
　　　2数を解にもつ2次方程式を作ることができる。剰
　　　余の定理や因数定理を利用して高次式を因数分解
　　　でき，解くことができる。また，高次方程式の虚
　　　数解から，方程式の係数を決定できる｡
【思】負の数の平方根の積についての考察や，2次方程式
　　　の解についての2次関数のグラフとの関係からの多
　　　面的な考察，解と係数の関係を活用した2次方程式
　　　の解の条件の考察，割り算についての等式を活用
　　　した余りについて考察ができる。剰余の定理を活
　　　用して，多項式を2次式で割った余りがわかる。1
　　　の3乗根が理解できる。
【主】数の範囲を実数から複素数へ拡張することについ
　　　て，考察しようとする。複素数が四則について閉
　　　じているなど，複素数の性質を，実数の性質と関
　　　連させながら理解し，考察しようとする。様々な
　　　対称式について基本対称式で表そうとする。2次方
　　　程式の解の条件について，2次関数のグラフを用い
　　　て考察し，関係性を探ろうとする。

○ ○ ○ 22

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

第３章　図形と方程式
【知】数直線上や座標平面上における，2点間の距離，内
　　　分点や外分点の座標を求められる。三角形の重心の
　　　座標を求められる。x，yの1次方程式が表す直線を
　　　かける。与えられた条件を満たす直線の方程式を求
　　　められる。2直線の平行･垂直条件を理解し，それを
　　　利用できる。図形F(x，y)＝0が点(s，t)を通ること
　　　をF(s，t)＝0として処理できる。点と直線の公式を
　　　理解し，それを利用して距離を求められる。中心の
　　　座標と半径から円の方程式を求められ，円の方程式
　　　から中心の座標と半径を求められる。x，yの2次方
　　　程式を変形して，その方程式が表す図形を調べられ
　　　る。3点を通る円の方程式を求められる。円と直線
　　　の共有点の座標を求められる。円の接線の公式を理
　　　解し，接線の方程式を求められる。円外の点から引
　　　いた接線の方程式を求められる。2つの円の位置関
　　　係を，中心間の距離と半径の関係から調べられ，円
　　　の方程式を求められる。軌跡の定義を理解し，与え
　　　られた条件を満たす点の軌跡を求められる。媒介変
　　　数処理が必要な軌跡を求められる。直線や円を境界
　　　線とする領域や，連立不等式の表す領域を図示でき
　　　る。領域を利用する1次式の最大値・最小値の求め
　　　方を理解している。
【思】座標平面上の2点間の距離を活用できる。内分点，
　　　外分点の座標を用いて，点対称を数式で表現でき
　　　る。直線に関して対称な点の座標について，図形の
　　　条件を式で表現し，考察できる。kF(x，y)＋G(x，
　　　y)＝0の形の方程式が，2直線の交点を通る直線を表
　　　す理由を理解し，説明できる。2点を直径の両端と
　　　する円について，中心と半径に着目して，方程式を
　　　求められる。円の方程式がx，yの2次方程式で表さ
　　　れることを理解し，x，yの2次方程式が，常に円を
　　　表すとは限らないことを考察・説明できる。円と直
　　　線の共有点の個数を，2次方程式の実数解の個数か
　　　ら考察でき，また，中心と直線の距離からも考察で
　　　きる。2つの円の共有点について，2つの円の方程式
　　　を適切に変形して考察できる。軌跡を求める手順に
　　　ついて理解し，特に逆を確認する理由を集合と関連
　　　付けて考察できる。不等式が表す領域を，不等式を
　　　満たす点全体の集合として考えられる。
【主】数直線上の外分点について，内分点と統一して捉え
　　　ようとする。座標平面を用いて図形の性質を一般的
　　　に証明する際，一般性を崩さないように点の座標を
　　　設定することや，座標軸のとり方によらず証明でき
　　　ることなどに興味をもち，様々な座標や座標軸の設
　　　定法を試そうとする。三角形の3本の中線が1点で交
　　　わることが座標を用いて証明できることに興味をも
　　　つ。x，yの方程式が座標平面上で図形を表すという
　　　ことの意味を理解しようとし，点の集合が図形を表
　　　すことを正しく認識する。直線の方程式の公式を，
　　　直線が1つに定まる条件としてとらえようとする。2
　　　直線の関係を，傾きに着目して考察しようとする。
　　　3点を通る円が1つに定まるということに興味をも
　　　ち，三角形の外接円や，2点を通る円の集まりな
　　　どを考察することで理解しようとする。円と直線
　　　の共有点の個数と，中心と直線の距離の関係につ
　　　いて，図を複数かくなどして自ら見出そうとする。
　　　円の接線を求める様々な方法を理解し，それぞれ
　　　の関係や，どの方法を用いるかなどを積極的に考
　　　察する。2つの円の方程式から導かれる1次方程式
　　　について，それが表す直線がどのようなものか考
　　　察する。軌跡を考える際，コンピュータなどを活
　　　用してその概形を予想し，積極的に考察しようと
　　　する。軌跡と領域について，いずれも条件を満た
　　　す点全体の集合として捉え，これらを統一的に考
　　　察しようとする。線形計画法について，最大値・
　　　最小値を求める1次式の係数を変えたり，最大・
　　　最小となる点から係数を求めたりすることで，よ
　　　り詳しく考察し，理解しようとする。直線や円を
　　　境界線とする領域をもとに，一般の関数のグラフ
　　　を境界線とする領域について考察しようとする。

○

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】



17
3
学
期

２
学
期

第４章　三角関数
【知】角の概念を一般角まで拡張して，
　　　三角関数に関する様々な性質や式
　　　とグラフの関係について理解でき
　　　る。加法定理および加法定理から
　　　導かれる様々な定理を理解でき
　　　る。
【思】三角関数に関する様々な性質や式
　　　とグラフの関係について，多面的
　　　に考察できるようにする。加法定
　　　理などを事象の考察に活用でき
　　　る。
【主】三角関数について，学んだ
　　　ことを振り返り，考察を深めよ
　　　うとする。

第４章　三角関数
 　第１節　三角関数
　 第２節　加法定理

第４章　三角関数
【知】弧度法の定義や一般角について理解し，三角関数の
　　　意味や基本的な法則についての理解を深め，それら
　　　を用いて正弦，余弦，正接などの様々な値を求めら
　　　れる。三角関数のグラフの特徴を理解し，三角関数
　　　を含む方程式や，不等式が解ける。加法定理や2倍
　　　角や半角の公式を利用できる。
【思】三角関数の値の符号や増減について考察できる。
　　　三角関数の性質を単位円を用いて考察でき，周期な
　　　どグラフとの関連性もわかる。三角関数の性質を活
　　　用できる。三角関数の合成を用いるなど，文字を置
　　　き換え後のその文字の値の範囲にも注意をして最大
　　　値・最小値を求められる。座標平面上の原点を中心
　　　として回転した点の座標について，加法定理を用い
　　　て考察できる。2倍角の公式を利用して，方程式・
　　　不等式の角を統一して考察できる。
【主】三角比の相互関係について既習である円の方程式と
　　　関連付けたり，三角関数を含む不等式について単位
　　　円やグラフも利用して，多面的に考察しようとす
　　　る。周期関数や奇関数，偶関数に興味をもつ。加法
　　　定理を利用して，様々な公式を導出・証明しようと
　　　する。

○ ○ 17

○ 17

第６章　微分法と積分法
【知】微分係数や導関数の意味について
　　　理解し，多項式で表された関数の
　　　導関数が求められるようにする。
　　　また，関数のグラフの接線が求め
　　　られるようにする。導関数を用い
　　　て，関数の値の増減が調べられる
　　　ようにする。また，それを用いて
　　　関数のグラフをかいたり，不定積
　　　分や定積分について理解し，それ
　　　らの有用性を認識するとともに，
　　　定積分を用いてグラフで囲まれた
　　　図形の面積が求められるようにす
　　　る。
【思】グラフを様々な事象の考察に活用
　　　できるようにする。
【主】数学の事象や日常の事象につい
　　　て，関数を用いて解決しようとす
　　　る。

第５章　指数関数と対数関数
【知】指数を実数まで拡張する意義を理
　　　解し，対数の定義とその性質を理
　　　解する。
【思】指数関数や，対数関数，特に常用
　　　対数を事象の考察に活用できるよ
　　　うにする。
【主】指数関数や，対数関数について学
　　　んだことを振り返り、考察を深め
　　　ようとする。

第５章　指数関数と対数関数
 　第１節　指数関数
　 第２節　対数関数

第５章　指数関数と対数関数　　　　　　　　　　　　　【知】指数
が整数の場合の累乗の定義を理解し，累乗の計
　　　算や，指数法則を用いた計算できる。累乗根の定義
　　　や性質を理解し，累乗根の値を求めたり計算でき
　　　る。指数が有理数の場合の累乗の定義を理解し，累
　　　乗の計算や，指数法則を用いた計算できる。指数関
　　　数のグラフの特徴を理解し，グラフをかける。指数
　　　関数を含む方程式・不等式を解くことができる。指
　　　数と対数を相互に書き換えることができる。対数の
　　　定義を理解し，対数の値を求められる。対数の性質
　　　に基づいて，種々の対数の値の計算ができる。底の
　　　変換公式を適用できる。対数関数のグラフの特徴を
　　　理解し，グラフをかくことができる。対数関数を含
　　　む方程式・不等式を解ける。正の数をa×10nの形に
　　　表して，常用対数表を用いて対数の値を求められ
　　　る。桁数や小数第何位に初めて0でない数字が現れ
　　　るかを，常用対数を用いて求められる。
【思】正の数の累乗根がただ1つ存在することを，グラフ
　　　によって考察できる。累乗根の性質の証明の1つを
　　　参考に，別の性質を証明ができる。指数が無理数の
　　　場合の累乗の意味を理解できる。底の違いによって
　　　指数関数のグラフがどのように変わるかを考察し，
　　　適切に説明できる。指数関数の増減によって，数の
　　　大小関係を考察できる。ax＞0に注意して，おき換
　　　えによって既知の問題に帰着することで，指数方程
　　　式・指数不等式を解ける。対数の値が存在すること
　　　を，グラフによって考察できる。指数法則を利用し
　　　て，対数の性質を証明できる。対数関数のグラフに
　　　ついて，その特徴を指数関数との関連など多面的に
　　　みて，考察・説明ができる。対数関数の増減によっ
　　　て，数の大小関係を考察できる。対数関数を含む少
　　　し複雑な方程式・不等式を解ける。おき換えによっ
　　　て既知の問題に帰着することで，対数関数を含む関
　　　数の最大値・最小値を求められる。桁数や小数首位
　　　が第n位の数を，不等式で表現できる。
【主】0乗，負の整数乗，分数乗は，指数法則が成り立つ
　　　ように定義されていることを理解し，その定義につ
　　　いて考察しようとする。指数法則を用いた計算につ
　　　いて，よりよい計算方法を検討しようとする。負の
　　　数のn乗根に興味をもち，その値が存在するかどう
　　　かも含めて具体的に考察しようとする。指数関数の
　　　グラフの概形を，点をプロットしてかこうとする意
　　　欲がある。指数と対数の関係に興味をもち，性質や
　　　計算において，その関係を見出そうとする。対数関
　　　数のグラフの概形を，点をプロットしてかこうとす
　　　る意欲がある。対数関数を含む方程式・不等式につ
　　　いて，真数が正であるという条件について，その解
　　　との関係をもとに考察しようとする。常用対数とa
　　　×10nの形の表示とを，常に相互に関連付けて考え
　　　ようとする。
　

○ ○

第６章　微分法と積分法
 　第１節　微分係数と導関数
　 第２節　関数の値の変化
　 第３節　積分法

第６章　微分法と積分法
【知】平均変化率の定義や，関数の極限値の意味を理解
　　　し，それを求めることができる。定義に従って関数
　　　の微分係数を求めることができ，図形的な意味を理
　　　解し，接線の傾きを求めることができる。導関数の
　　　意味を理解し，定義に従って関数の導関数を求める
　　　ことができる。公式を用いて関数の導関数を求める
　　　ことができる。導関数の性質を利用して，種々の導
　　　関数の計算や微分係数を求めることができる。接点
　　　のx座標から接線の方程式を求められる。導関数を
　　　利用して，関数の増減を調べることができ，関数の
　　　極値や最大値・最小値を求めたり，グラフをかいた
　　　りすることができる。関数の極値から，関数を決定
　　　することができる。原始関数の定義を理解してい
　　　る。不定積分の表し方や，定積分の定義を理解し，
　　　計算ができる。グラフとx軸の間の面積や，2曲線の
　　　間の面積を，定積分で表して求めることができる。
　　　絶対値のついた関数の定積分の計算ができる。3次
　　　曲線とその接線で囲まれた部分の面積を求められ
　　　る。
【思】導関数を表す種々の記号を理解し，それらを適切に
　　　使って表現することができる。定数と変数を区別し
　　　て関数を微分することができ，それを利用して，微
　　　分係数の値などから関数を決定することができる。
　　　曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aにお
　　　ける接線が点Cを通ると読み替えて，接線の方程式
　　　を求めることができる。関数の増減を接線の傾きか
　　　ら考察することができる。f’(a)＝0は，f(a)が極値で
　　　あるための必要条件ではあるが，十分条件ではない
　　　ことを理解し，係数決定の際に逆を確認する意味に
　　　ついて適切に説明できる。導関数を活用して深く考
　　　察できる。方程式の実数解の個数を，関数のグラフ
　　　とx軸の共有点の個数に読み替えて考察できる。不等
　　　式f(x)≧0の証明に増減表やグラフを利用できる。積
　　　分変数が何であるかに注意して，不定積分を正しく表
　　　現し，計算できる。積分法が微分法の逆演算であるこ
　　　とを利用して，与えられた条件を満たす関数を不定積分
　　　を用いて求められる。定積分は定数であることを理解
　　　し，その理由を説明できる。また，それを利用して，
　　　定積分を含む関数を求めることができる。上端がxで
　　　ある定積分を，xの関数と捉えて問題を解決すること
　　　ができる。定積分を図形の面積とみることで，定積分
　　　の性質を図形的に考察し，説明することができる。絶
　　　対値のついた関数の定積分を，図形の面積とみること
　　　ができる。放物線と直線の交点の座標が複雑な値であ
　　　るとき，放物線と直線で囲まれた部分の面積を，定積
　　　分の公式を利用するなどして，工夫して求める方法を
　　　考察できる。
【主】接線の方程式について，微分係数だけでなく，2次
　　　方程式が重解をもつという条件も合わせ，多面的に
　　　考察しようとする。4次関数についても，3次関数と
　　　同様な方法で増減や極値について調べたり，グラフ
　　　をかいたりしようとする。最大値，最小値の条件か
　　　ら定義域を自由に定め，それらから一般的な性質を
　　　導き出そうとする。数学の事象や日常の事象につい
　　　て，関数を用いて解決しようとする。積分法が微分
　　　法の逆演算であることから，不定積分を求めたり，
　　　不定積分の公式が成り立つことを確かめたりしよ
　　　うとする。定積分の性質を，定積分の定義から証
　　　明しようとする。面積S(x)が関数f(x)の原始関数の
　　　1つであることに興味・関心をもち，考察しようと
　　　する。

○ ○

学年末考査 ○ ○ 1

○

中間考査 ○ ○ 1

期末考査
○ ○ 1

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

11

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題
解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善した
りしようとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに，数学と人間の活動
の関係について認識を深め，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，
論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに
基づいて事象の起こりやすさを判断する力，数学と人間の活動と
の関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察
する力を養う。

NEXT 数学Ａ：数研出版

数学

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問
題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ａ

【 知　識　及　び　技　能 】

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり
育成することを目指す。

配当
時数

○

○
中間考査

○

10

3
学
期

数学 数学Ａ

（1組：小川　　） （2組：野村　　） （3組：伊藤　　） （4組：野村　　）

数学 数学Ａ 2

（6組：小川　　） （7組：阿部　　） （8組：伊藤　　）

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（5組：阿部　　）

２
学
期

第1章　場合の数と確率
第２章　図形の性質
【知】確率の意味や基本的な法則につい
ての理解を深め，それらを用いて事象の
確率や期待値を求めること。
【思】確率の性質などに基づいて事象の
起こりやすさを判断したり，期待値を意
思決定に活用したりすること。
【主】期待値を、日常の問題解決に活用
しようとする。

6．確率の基本性質　　　　　　7．
独立な試行と確率
8．条件付き確率
9. 期待値
第２章　図形の性質
1．三角形の辺の比
2．三角形の外心・内心・重心

【知】確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，そ
れらを用いて事象の確率や期待値を求めること。三角形に関
する基本的な性質について理解すること。
【思】図形の構成要素間の関係や既に学習した図形の性質に
着目し，図形の新たな性質を見いだし，その性質について論
理的に考察したり説明したりすること。
【主】確率の性質や公式を導くときに，集合の性質を活用し
て考察しようとする。期待値を考える意義を理解し，それに
興味をもつ。

○ ○

期末考査
○ ○

１
学
期

第1章　場合の数と確率
【知】集合の要素の個数に関する基本的
な関係や和の法則，積の法則などの数え
上げの原則について理解すること。
【思】事象の構造などに着目し，場合の
数を求める方法を多面的に考察するこ
と。
【主】集合に関する基本的な関係を、日
常の問題解決に活用しようとする。

第３章　数学と人間の活動
【知】数量や図形に関する概念などと人
間の活動との関わりについて理解するこ
と。
【思】数量や図形に関する概念などを，
関心に基づいて発展させ考察すること。
パズルなどに数学的な要素を見いだし，
目的に応じて数学を活用して考察するこ
と。
【主】様々な人間の活動の中から、整数
を中心とした数学的要素を見出し、現実
の事象を数学を用いて考察しようとす
る。

第２章　図形の性質
【知】三角形や円に関する基本的な性質
について理解すること。
【思】図形の構成要素間の関係や既に学
習した図形の性質に着目し，図形の新た
な性質を見いだし，その性質について論
理的に考察したり説明したりすること。
【主】平面図形について学んだことを振
り返り、考察を深めようとする。

3．チェバの定理・メネラウスの定理
4．円に内接する四角形
5．円と直線
6．２つの円
7．作図
8．直線と平面
9．多面体

【知】三角形や円に関する基本的な性質について理解するこ
と。空間図形に関する基本的な性質について理解すること。
【思】コンピュータなどの情報機器を用いて図形を表すなど
して，図形の性質や作図について統合
的・発展的に考察すること。
【主】三角形や円の様々な性質について，その証明を含めて
理解し，それを様々な事象の考察しようとする。

○ ○

第３章　数学と人間の活動
1．約数と倍数
2. 素数と素因数分解
3．最大公約数・最小公倍数
4．整数の割り算
5．ユークリッドの互除法
6．1次不定方程式
7．記数法
8．座標の考え方
9. ゲーム・パズルの中の数学

【知】数量や図形に関する概念などと人間の活動との関わり
について理解すること。数学史的な話題，数理的なゲームや
パズルなどを通して，数学と文化との関わりについての理解
を深めること。
【思】数量や図形に関する概念などを，関心に基づいて発展
させ考察すること。パズルなどに数学的な要素を見いだし，
目的に応じて数学を活用して考察すること。
【主】日常生活における具体的な事象に約数と倍数の考えが
活用されていることを理解し，考察したりしようとする。

○ ○

8

○ 10

1

3．順列
4．組合せ
　
5．事象と確率

【知】具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し，
順列の総数や組合せの総数を求めること。
【思】確率の性質や法則に着目し，確率を求める方法を多面
的に考察すること。確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断したり，期待値を意思決定に活用したりするこ
と。
【主】条件のある順列の総数について，複数の求め方を考え
たり，それらを比較したりしようとする。順列と組合せの関
係を理解し，順列の総数を求める式から，組合せの総数を求
める式を導き出そうとする。

○

第1章　場合の数と確率
【知】具体的な事象を基に順列及び組合
せの意味を理解し，順列の総数や組合せ
の総数を求めること。
【思】確率の性質や法則に着目し，確率
を求める方法を多面的に考察すること。
【主】確率を、日常の問題解決に活用し
ようとする。

準備　集合
第１章　場合の数と確率
1．集合の要素の個数
2．場合の数

【知】集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，
積の法則などの数え上げの原則について理解すること。
【思】事象の構造などに着目し，場合の数を求める方法を多
面的に考察すること。
【主】ベン図だけでなく，表を作るなどの方法を積極的に活
用し，集合の要素の個数を求めようとする。樹形図で場合の
数を数える方法から，和の法則，積の法則などを見出そうと
する。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

○

学年末考査
○ ○ 1

○

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

中間考査
○ ○ 1

期末考査
○ ○ 1

○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

○

1

○

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

中間考査
○ ○ 1

期末考査 ○ ○

学年末考査
○ ○

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

数列の帰納的な定義について理解し，漸化式から一般項が求
められるようにするとともに，複雑な漸化式を既知のものに
帰着して考えられるようにする。また，数学的帰納法の仕組
みを理解し，様々な命題の証明に活用できるようにする。

８．いろいろな数列の和
９．漸化式

◎f(k＋1)－f(k)を用いて数列の和が求められる仕組みを理解し，具体的な和を求める問
題に活用することができる。◎等差数列と等比数列の積で表される数列の和について，等
比数列の和の公式を導いた方法を応用して考察することができる。◎群数列について理解
し，1つの群に入る数列の和を求めることができる。○群数列に興味をもち，一般項や和
について考察しようとする。

○ ○

９．漸化式
１０．数学的帰納法

○初項と漸化式から数列のすべての項が定まることを理解している。◎漸化式の意味を理
解し，数列の具体的な項を求めることができる。○基本的な漸化式からどのような数列で
あるか読み取り，一般項を求めることができる。◎漸化式an＋1＝pan＋qから一般項を求
めることができる。〇複雑な漸化式を，おき換えなどを用いて既知の漸化式に帰着して考
えることができる。○具体的な事象について，anとan＋1の間に成り立つ漸化式を求めて
考察することができる。○一般項による方法以外にも数列の項を定める方法があることに
興味をもち，それらの共通点や相違点などを考察しようとする。○an＋1＝pan＋qを満た
す数列について，おき換え以外に階差数列を用いる方法でも一般項を求めようとし，それ
らの関係や一般的な性質を考察しようとする。○具体的な事象の考察に，漸化式を積極的
に活用しようとする。○一般項による方法以外にも数列の項を定める方法があることに興
味をもち，それらの共通点や相違点などを考察しようとする。○an＋1＝pan＋qを満たす
数列について，おき換え以外に階差数列を用いる方法でも一般項を求めようとし，それら
の関係や一般的な性質を考察しようとする。○具体的な事象の考察に，漸化式を積極的に
活用しようとする。○n≧kで成り立つ命題の証明について，数学的帰納法の仕組みからそ
の方法を考察することができる。○数学的帰納法で証明した命題について，別の方法で証
明してそれらを比較するなど，多面的に考察することができる。○様々な命題の証明に数
学的帰納法を活用しようとする態度がある。

○ ○

１．数列と一般項
２．等差数列
３．等差数列の和
４．等比数列
５．等比数列の和

○数列の定義，表記について理解し，用語や記号を正確に用いることができる。◎数列の
一般項の意味を理解し，一般項から各項を求めることができる。また，ある規則で並んだ
数列の一般項をnの式で表すことができる。○数列の一般項を表す式を，定義域が自然数
であるnの関数と捉え，新しい概念である数列を，既習の関数と関連付けて考察できる。
○数の並び方に興味をもち，その規則性を発見しようとする意欲がある。◎等差数列の定
義と公差について理解し，等差数列の項を求めることができる。○等差数列の一般項の求
め方を理解し，具体的に求めることができる。◎条件から等差数列の一般項を決定でき
る。○数列が等差数列であることを証明できる。◎等差数列の隣り合う2項の関係から具
体的な項を求めることができる。○数列が等差数列であることの証明について，それが正
しい理由を式の特徴と関連付けて説明できる。○数列の特徴を，隣り合う2項の関係に着
目して考察しようとする。○数列の一般項の式の形や係数の意味に興味をもち，考察す
る。○等差数列の和の公式を導出する過程を理解している。◎公式を用いて等差数列の和
を求めることができる。◎項の正負と数列の和の増減の関係から，等差数列の和の最大，
最小について考察することができる。○数列の和の増減を，関数の増減と捉えて考察し，
項の正負を用いた考察との違いや関連を説明することができる。○ガウスの逸話も含め，
等差数列の和を求める過程に興味をもつ。○等差数列の和の公式を用いて，奇数の和につ
いて成り立つ等式を証明しようとする。◎等比数列の定義と公比について理解し，等比数
列の項を求めることができる。○等比数列の一般項の求め方を理解し，具体的に求めるこ
とができる。◎条件から等比数列の一般項を決定できる。◎等比数列の隣り合う2項の関
係から具体的な項を求めることができる。○数列の特徴を，隣り合う2項の関係に着目し
て考察しようとする。また，等比数列を，等差数列と比較しながら考察しようとする。○
等比数列の和の公式を導出する過程を理解している。◎公式を用いて等比数列の和を求め
ることができる。○等比数列の和の公式を導出する過程を理解している。◎公式を用いて
等比数列の和を求めることができる。○複利計算について興味をもち，積み立て額や利率
を変えたときに，元利合計がどのように変わるのか，その特徴を主体的に調べようとす
る。

○ ○

6

○ 6

1○ ○

１
学
期

第１章 数列

数列やその一般項の表し方について理解する。また，基本的
な数列として，等差数列と等比数列を，両者を比較しながら
理解し，それらの和を，公式が導出される過程を理解した上
で求められるようにする。また，これらの数列を様々な事象
の考察に役立てようとする姿勢を養う

（３組　田村） （４組　田村） （５・６組　田村） （７・８組　田村）

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 1

NEXT 数学Ｂ：数研出版

数学

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査
の方法や結果を批判的に考察したりする力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力
を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｂ

【 知　識　及　び　技　能 】

数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事
象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

数列，統計的な推測について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学的に考察す
る能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

8

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟
に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに，数学と社会生活との関わりについて認識
を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性
質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したり
する力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り
返って考察したりする力を養う。

配当
時数

3
学
期

２
学
期

和の記号Σの表し方や性質を理解し，活用できるようにす
る。また，いろいろな数列について，その一般項や和を求め
たり，和から一般項を求めたりできるようにする。

６．和の記号Σ
７．階差数列

◎和の記号Σの意味を理解し，Σを用いて表された和を，項を書き並べて表すことができ
る。また，項を書き並べて表された和を，Σを用いて表すことができる。○1つの和を，
Σを用いて様々な方法で表現することができる。○和Σrkについて，既に学んだ等比数列
の和と捉えて求めることができる。○自然数の和の公式を用いて自然数の2乗の和の公式
が導けることに興味をもち，自然数の3乗の和の公式を導こうとする。また，さらに高い
次数の累乗の和の公式についても考察しようとする。◎自然数の累乗の和を求めることが
できる。○Σについて成り立つ性質を理解し，それを用いて和を求めることができる。◎
数列の第k項をkの式で表すことで，Σを用いて数列の和を求めることができる。○階差数
列からもとの数列の具体的な項を求めることができる。◎階差数列から数列の一般項が求
められる仕組みを理解し，具体的に一般項を求めることができる。◎数列の和と一般項の
関係を理解し，和から一般項を求めることができる。○数列の和と一般項の関係を，数列
と階差数列の関係と対応させて捉えることができる。○階差数列から一般項を求めるとき
や，数列の和から一般項を求めるときに，n＝1を別に考える必要がある理由について，数
値を変えたりして考察し，説明できる。○数列の規則性を，隣り合う2項の差を用いて発
見しようとする。

○ ○

期末考査



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

○

【知識及び技能】→【知】　【思考力、判断力、表現力等】→【思】　【主体的に学習に取り組む態度】→【主】

中間考査 ○ ○ 1

期末考査 ○ ○

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

第２章 空間のベクトル
平面上のベクトルの拡張として空間のベクトルを捉え，空間
図形の性質の考察などに活用できるようにする。また，それ
に関連して，座標空間における点や図形について考察できる
ようにする。

７．図形のベクトルによる表示
１．空間の点
２．空間のベクトル

○位置ベクトルがある条件を満たすような点全体の集合がある図形となることを理解して
いる。◎直線のベクトル方程式について，媒介変数を用いて表すことができる。◎通る1
点と法線ベクトルから直線が定まることを理解し，具体的に直線の方程式を求めることが
できる。◎円のベクトル方程式から，その中心の位置ベクトルや半径を求めることができ
る。○直線の方向ベクトルについて，その向きや大きさと媒介変数の値の関係を考察でき
る。◎点が線分AB上に存在する条件を活用して，点Pの存在範囲を求めることができる。
○図形のベクトル方程式について，点の座標(x，y)についての方程式と関連させて考察
し，それらの共通点などを見出そうとする。◎空間における点の表し方を理解し，座標平
面や座標軸，原点に関して対称な点の座標を求めることができる。◎空間の点と原点との
距離が求められるようになる。○座標空間における点の表し方を，座標平面における点の
表し方の拡張として捉えようとする。○平面上のベクトルについての種々の定義や性質な
どは，空間においても同様に成り立つことを理解している。○空間図形の中で，等しいベ
クトルや逆ベクトルを探すことができる。○空間のベクトルが3つのベクトルの線形和で1
通りに表される理由について，平面上のベクトルが2つのベクトルの線形和で1通りに表さ
れることから説明できる。○平面上のベクトルの性質などが空間でも成り立つことから，
ベクトルの定義が次元によらないことに興味をもつ。

○ ○

３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．ベクトルの図形への応用
６．座標空間における図形

◎ベクトルの成分表示について，平面上のベクトルの拡張になっていることを理解し，ベ
クトルが等しくなるように成分を定めたり，成分表示されたベクトルの大きさを求めたり
することができる。◎成分表示された空間のベクトルの演算ができる。◎座標空間の2点
で定められるベクトルを成分表示できる。◎ベクトルの成分表示について，平面上のベク
トルの拡張になっていることを理解し，ベクトルが等しくなるように成分を定めたり，成
分表示されたベクトルの大きさを求めたりすることができる。◎成分表示された空間のベ
クトルの演算ができる。◎座標空間の2点で定められるベクトルを成分表示できる。◎座
標空間の3点で定まる角の大きさを，ベクトルを活用して求めることができる。◎ベクト
ルの垂直条件を活用して，与えられたベクトルに垂直なベクトルを求めることができる。

１．ベクトル
２．ベクトルの演算
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積

○有向線分を用いたベクトルの定義や表し方を理解している。◎ベクトルの相等や逆ベク
トルの定義を理解し，図の中から探すことができる。○日常の量で，向きと大きさをもつ
ものがあることに興味をもち，それをベクトルで表現しようとする。○ベクトルの和の定
義を理解し，それを図示できる。◎ベクトルの和の計算ができる。○ベクトルの差の定義
を理解し，それを図示できる。◎ベクトルの差の計算ができる。○ベクトルの実数倍の定
義を理解し，式で表現できる。◎ベクトルの実数倍の性質をもとに，ベクトルの演算がで
きる。◎ベクトルの平行条件を理解し，平行なベクトルを求める◎ベクトルの成分表示の
仕組みを理解し，具体的なベクトルを成分表示できる。また，そのベクトルの大きさを求
めることができる。◎成分表示されたベクトルの計算ができる。○点の座標とベクトルの
成分の関係を理解し，2点で定められるベクトルを成分表示できる。○ベクトルの平行条
件を成分表示にも適用し，成分を定めることができる。
○ベクトルの成分と点の座標を明確に区別し，正しく言葉で表現できる。◎点の座標とベ
クトルの成分の関係を，座標平面上の図形の問題に活用できる。○成分表示されたベクト
ルの演算法則を，ベクトルの演算法則から導き出そうとする。○座標平面上の図形の問題
について，ベクトルを用いる解法と用いない解法を比較し，条件の過不足を検討すること
で，それぞれの解法の特徴を検討しようとする。○成分表示されたベクトルの演算法則
を，ベクトルの演算法則から導き出そうとする。○座標平面上の図形の問題について，ベ
クトルを用いる解法と用いない解法を比較し，条件の過不足を検討することで，それぞれ
の解法の特徴を検討しようとする。◎ベクトルの垂直条件を活用して，与えられたベクト
ルに垂直なベクトルを求めることができる。◎内積の性質を用いて，等式を証明したり，
ベクトルの大きさやなす角を求めたりすることができる。○内積の性質を，既習の知識を
用いて証明しようとする。○ベクトルの内積の計算をする際，1つ1つの計算で用いている
性質を意識し，正しく適用できているか確かめようとする姿勢がある。○ベクトルの加法
の性質が成り立つことを，加法の定義を用いて説明することができる。○ベクトルの減法
の性質が成り立つことを，減法の定義を用いて説明することができる。○ベクトルの和，
差，実数倍の定義をもとに，それらを組み合わせたベクトルの図示ができる。
○1つのベクトルに平行な単位ベクトルを求める公式について，それが正しいことを，定
義や既習の計算法則を用いて確認しようとする。◎平面上のベクトルが2つのベクトルの
線形和で1通りに表されることを理解し，具体的なベクトルを2つのベクトルで表すことが
できる。

○ ○

6

○ 6

1○ ○

１
学
期

第１章 平面上のベクトル
向きと大きさをもつ量としてのベクトルの意味およびその演
算について理解し，成分表示も含めてベクトルの演算ができ
るようにする。また，ベクトルの内積について理解し，平面
上のベクトルのなす角について考察できるようにする。

（３組　岡村） （４組　岡村） （５・６組　田村） （７・８組　田村）

数学 数学Ｃ
数学 数学Ｃ 1

NEXT 数学Ｃ：数研出版

数学

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察する力，図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に考察する
力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

数学Ｃ

【 知　識　及　び　技　能 】

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫について認
識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫について認識を深め，事象を数
学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟
に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の
過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとす
る態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，数学的な表現の工夫に
ついて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則やその図形的な意味を考察
する力，図形や図形の構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的に
考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する
力を養う。

配当
時数

２
学
期

位置ベクトルについて理解し，位置ベクトルを図形の性質を
調べるのに活用できるようにする。また，図形をベクトルを
用いて表せることを理解し，基本的な図形のベクトル方程式
を求めたり，ベクトル方程式が表す図形を求めたりできるよ
うにする。

５．位置ベクトル
６．ベクトルの図形への応用

○点の位置を，基準となる点と1つのベクトルを用いて表すことができることを理解して
いる。◎ベクトルを点の位置ベクトルで表すことができる。◎内分点，外分点の位置ベク
トルを求めることができる。◎位置ベクトルを活用して，図形の性質が考察できる。○図
形の問題において，求めた位置ベクトルの意味を解釈し，説明することができる。○線分
ABをm：nに内分する点の位置ベクトルを求める過程を参考に，m：nに外分する点の位置ベ
クトルを，mとnの大小関係に関わらず自ら求めようとする。○三角形の3本の中線が1点で
交わることが，重心の位置ベクトルを求める過程で証明できることに興味をもち，それを
確かめようとする。○線分ABをm：nに内分する点の位置ベクトルを求める過程を参考に，
m：nに外分する点の位置ベクトルを，mとnの大小関係に関わらず自ら求めようとする。
○三角形の3本の中線が1点で交わることが，重心の位置ベクトルを求める過程で証明でき
ることに興味をもち，それを確かめようとする。○様々な図形の考察にベクトルを活用し
ようとする。

○ ○

期末考査



1

○

学年末考査 ○ ○

ルの垂直条件を活用して，与えられたベクトルに垂直なベクトルを求めることができる。
○平面上のベクトルの内積の性質が空間でも成り立つことから，内積の定義が次元によら
ないことに興味をもつ。○位置ベクトルの定義や内分点などの位置ベクトルが平面上のベ
クトルの場合と同じであることを理解している。◎位置ベクトルを活用して，図形の性質
が考察できる。◎位置ベクトルを活用して，空間の3点が一直線上にあることを証明でき
る。○空間の4点が同じ平面上にある条件を理解し，点の座標を定めることができる。◎
位置ベクトルの一意性を活用して，直線と平面の交点の位置ベクトルを求めることができ
る。◎ベクトルの内積を活用して，図形の性質を証明できる。○様々な空間図形の考察に
ベクトルを活用しようとする。◎座標空間における2点間の距離や線分の内分点，外分点
の座標，三角形の重心の座標が求められる。◎座標軸に垂直な平面の方程式が求められる
ようになる。○中心と半径が与えられた球面の方程式を求めることができる。○x＝aなど
の方程式が座標軸に垂直な平面を表す理由を正しく理解し，座標軸に平行な直線の方程式
について考察できる。◎条件から中心と半径を考え，球面の方程式を求めることができ
る。◎球面と平面が交わってできる図形を，連立方程式の解の集合として考察できる。○
座標平面上の図形の方程式について改めて正しく理解し，座標空間についても同じ考え方
で図形の方程式について考察しようとする。

○ ○ 8
3
学
期



令和 5 年度

科目分類

単位数

担当者

学期 月

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

二
学
期

中
間

10

【数学Ⅰ】
第３章　図形と軽量　P22～25
＊三角比と図形(1)
＊三角比と図形(2)
第４章　データの分析　P26～
27
＊データの分析

・正弦定理・余弦定理の公式を
適切に活用できる。
・三角比を、三角形の内心・外
心・面積・立体へ応用させるこ
とができる。
・データの分析では，内容を理
解し，問題を解くことができる。
・既習事項について，各自積極
的に取り組むことができる。

三
学
期

学
年
末

8 センター試験等　過去問題
・既習事項から、センター試験や私
大入試問題の問題に取り組むこと
ができる。

一
学
期

中
間

10

【数学Ⅰ】
第１章　数と式　P4～11
第２章　２次関数 P12～15
＊関数とグラフ
＊関数の最大・最小

・数と式は受験を意識して，発展的
な内容を理解することができる。
・２次関数の基本的な内容を十分
に理解し、応用問題に活かすこと
ができる。
・既習事項について，各自積極的
に取り組むことができる。

期
末

予定時数 指導内容 具体的な指導目標

阿部　航　・　阿部　廉太郎

期
末

12

【数学A】
第５章　場合の数と確率　P28
～29
＊場合の数、順列
＊組合せ
＊確率(1)
＊確率(2)

・場合の数を理解し、問題を解
くことができる。
・順列、組み合わせの理解を深
め、確率の問題へ活用すること
ができる。
・既習事項について，各自積極
的に取り組むことができる。

評価の観点・方法

【関】毎回の授業において、予
習復習を欠かさず行っているこ
と。
【技】ワークシートの内容や問
題解決への取り組み
【思】提出物の内容、定期考査
【知】定期考査、小テスト

【関】毎回の授業において、予
習復習を欠かさず行っているこ
と。
【技】ワークシートの内容や問
題解決への取り組み
【思】提出物の内容、定期考査
【知】定期考査、小テスト

【関】毎回の授業において、予
習復習を欠かさず行っているこ
と。
【技】ワークシートの内容や問
題解決への取り組み
【思】提出物の内容、定期考査
【知】定期考査、小テスト

【関】毎回の授業において、予
習復習を欠かさず行っているこ
と。
【技】ワークシートの内容や問
題解決への取り組み
【思】提出物の内容、定期考査
【知】定期考査、小テスト

【関】毎回の授業において、予習復
習を欠かさず行っていること。
【技】入試問題への取り組み
【思】定期考査
【知】定期考査、小テスト

高等学校　数学Ⅰ，高等学校　数学Ａ，増補改訂版　チャート式　基礎と演習　数学Ⅰ＋Ａ
改訂版　キートレーニング数学演習I・II・Ａ・Ｂ　受験編（数研出版）

年 間 授 業 計 画

教科名 数学科

科目名 数学Ⅰ

自由選択

２ 単位

東京都立 小川 高等学校

12

【数学Ⅰ】
第２章　２次関数 P16～19
＊２次方程式,２次不等式
＊２次関数のグラフとｘ軸の共
有点
第３章　図形と軽量　P20～23
＊三角比の基本

・２次関数と2次方程式２次不等
式の関係を理解し、発展的な問
題に取り組むことができる。
・三角比の基本から，方程式・
不等式を解くことができる。
・既習事項について，各自積極
的に取り組むことができる。

学年 ３学年

教科書
使用副教材



令和 5 年度

科目分類

単位数

担当者

学期 月

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

二
学
期

中
間

8

【数学Ⅱ】
第１２章 指数関数・対数関数 P64
～67
・指数関数・対数関数（１）
・指数関数・対数関数（２）
第１３章 微分法・積分法 P68～71
・導関数と接線
・関数の値の変化

・指数関数・対数関数について
理解し、活用することができる
ようにする。
・導関数を利用して微分係数を
求めることができるようにする。

三
学
期

学
年
末

6

共通テスト等　過去問題 ・既習事項から、共通テストや私大
入試問題の問題に取り組むことが
できる。

一
学
期

中
間

8

【数学Ⅱ】
第８章 式と照明　P46～49
・二項定理、整式の除法、分数式の計
算
第９章 複素数と方程式 P50～53
・複素数とその計算、２次方程式の理
論
・剰余の定理・因数定理、高次方程式

・整式の乗法・除法及び分数式の四則
計算について理解させる。
・等式や不等式が成り立つことを証明
できるようにする。
・方程式についての理解を深め、数の
範囲を複素数まで拡張して二次方程
式を解くことができるようにする。
・因数分解を利用して高次方程式を解
くことができるようにする。

期
末

予定時数 指導内容 具体的な指導目標

廣谷　吉昭

期
末

10

【数学Ⅱ】
第１３章 微分法・積分法 P72～79
・微分法の応用
・不定積分・定積分
・面積（１）
・面積（２）

・導関数を利用して、関数の増
減や極値、最大値・最小値の応
用問題を解くことができるように
する。
・定積分の定義や性質を理解
し、計算をすることができるよう
にする。

評価の観点・方法

関心・意欲・態度→学習活動へ
の取り組み、課題･提出物の状
況、ノート･プリント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期
考査、提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動へ
の取り組み、課題･提出物の状
況、ノート･プリント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期
考査、提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動へ
の取り組み、課題･提出物の状
況、ノート･プリント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期
考査、提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動へ
の取り組み、課題･提出物の状
況、ノート･プリント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期
考査、提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動への
取り組み、課題･提出物の状況、
ノート･プリント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期考
査、提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

高等学校　数学Ⅱ，高等学校　数学B，増補改訂版　チャート式　基礎と演習　数学Ⅱ＋B
改訂版　キートレーニング数学演習I・II・Ａ・Ｂ　受験編（数研出版）

年 間 授 業 計 画

教科名 数学科

科目名 数学Ⅱ

自由選択

２ 単位

東京都立 小川 高等学校

10

【数学Ⅱ】
第１０章 図形と方程式 P54～59
・点と直線　・曲線と直線
・軌跡と領域
第１１章 三角関数 P60～63
・三角関数（１）　・三角関数（２）

・座標や式を用いて直線や円などの基
本的な平面図形の性質や関係を数学
的に表現することができるようにする。
・角の概念を一般角まで拡張し、三角
関数を理解し、活用することができるよ
うにする。
・加法定理を理解し、活用することがで
きるようにする。

学年 ３学年

教科書
使用副教材



令和 5 年度

科目分類

単位数

担当者

学期 月

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

評価の観点・方法

関心・意欲・態度→学習活動への取り
組み、課題･提出物の状況、ノート･プリ
ント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期考査、
提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動への取り
組み、課題･提出物の状況、ノート･プリ
ント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期考査、
提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動への取り
組み、課題･提出物の状況、ノート･プリ
ント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期考査、
提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動への取り
組み、課題･提出物の状況、ノート･プリ
ント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期考査、
提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

関心・意欲・態度→学習活動への取り
組み、課題･提出物の状況、ノート･プリ
ント･レポート等
数学的な見方や考え方→定期考査、
提出課題の内容
数学的な技能→定期考査
知識・理解→定期考査

改定版 高等学校 数学Ⅲ（数研出版）、改訂版　ｷートレーニング数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B受験編(数研出版)
改訂版 教科書傍用 クリアー数学Ⅲ（数研出版）、改訂版 チャート式 基礎と演習 数学Ⅲ(数研出版)

年 間 授 業 計 画

教科名 数学科

科目名 数学Ⅲ

自由選択

６ 単位

東京都立 小川 高等学校

36
第5章　微分法
第6章　微分法の応用

数学Ⅱにおける微分の復習から分
数関数・無理関数の微分、さらに
は指数関数・対数関数・三角関数
における微分を理解し計算できる
ようにする。微分を利用することで
複雑な関数のグラフをかけるように
する。

学年 ３学年

教科書
使用副教材

予定時数 指導内容 具体的な指導目標

田村・伊藤

期
末

36
数学ⅠⅡⅢAB演習問題
入試対策

数学ⅠⅡⅢAB全般について
過去入試問題を解けるようにす
る。

一
学
期

中
間

36

（第1章　複素数平面）
　　　　　（春休みに指導済み）

第2章　式と曲線
第3章　関数
第4章　極限

（複素数を座標平面上の点で表すことによ
り、ユークリッド平面と同じ考え方が成り立
つことを理解する。）極形式を使ってｎ乗根
を求められるようにする。3つの2次曲線に
ついて理解を深める。分数関数・無理関数
について理解を深め、逆関数の性質を理解
する。数学Bにおける数列から発展した極
限に関すること、級数について理解する。各
関数についての極限を求められるようにす
る。

期
末

三
学
期

学
年
末

60 入試対策
過去入試問題を解けるようにす
る。

二
学
期

中
間

42
第7章　積分法とその応用
数学ⅠⅡⅢAB演習問題
入試対策

数学Ⅱにおける積分の復習から指
数関数・対数関数・三角関数・分数
関数・無理関数などを微分とともに
積分まで計算できるようにする。置
換積分・部分積分についての意味
を理解し、適切に計算できるように
する。曲線間における面積から回
転体の体積まで、適切に計算でき
るようにする。


